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課題学習１１（自由課題）

work11.pde 例
今回学んだ, 四角形（rect）, 円
（ellipse）, 線（line）などを使っ
て、繰り返し構造を含む図形を
「繰り返し文」を使わずに自由に
描画してください。右図はあくま
でも例です。自由にさまざまな描
画パターンにトライしてみてくだ
さい。

サイズを自由とする。

繰り返し部分は、コードの中のコ
ピペで解決できるようにする。

余裕があれば、一つの画面に複数
の繰り返し構造が混合させてくだ
さい。
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課題１１（参考）

繰り返しユニットコ
ピ
ペ
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課題１２

work12.pde

左のコードの続きから, 右の描画を完成させてください. 
変数はこれ以上増やさず,  繰り返し文（後で習う）の使用も禁止！！ 
コピペで解決してください。
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課題１２（ヒント）
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課題１３
work13.pde

右のように、
work13のライン
の一部が歪んだ
パターンを作っ
てみてくださ
い。同様にコピ
ペで作成するこ
と。
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提出方法
フォルダ名のみを2550xx_work1nと変更しま
す。（pdeファイルを開くと）同じ階層に設定
ファイルができますが気にしないで下さい。

https://lab.kenrikodaka.com/
univclass/mediabasic2025/

対応する課題のリンクから, フォルダを
まるごと提出してください. 
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提出方法
リクエスト時は、名前の先頭に学籍番号を入れるようにしてください。


